
 
新
生
大
子
町
、
発
足
か
ら
七
十
年
を
迎
え
て 

―

保
内
郷
一
円
合
併
に
向
け
た
あ
る
村
長
の
こ
だ
わ
り―

 
 

昭
和
三
○
年
（
一
九
五
五
）
三
月
三
一
日
、
一
町
八
か
村
が
合
併
し
て
新
生

大
子
町
が
発
足
し
た
。
人
口
規
模
で
は
県
内
五
番
目
（
四
万
三
八
三
〇
人
）
、
行

政
区
域
の
広
さ
で
は
県
内
一
の
自
治
体
の
誕
生
で
あ
る
。
三
月
末
で
七
十
年

目
を
迎
え
る
の
を
機
に
、
本
誌
は
来
し
方
行
く
末
を
考
え
る
一
助
と
し
て
、

合
併
時
を
振
り
返
る
小
特
集
を
組
ん
だ
。
ご
笑
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
思
う
。 

さ
て
、
二
転
三
転
し
た
合
併
の
経
緯
に
つ
い
て
は
次
頁
か
ら
の
神
長
さ
ん

の
エ
ッ
セ
ー
に
譲
る
と
し
て
、
本
欄
で
は
当
初
か
ら
保
内
郷
一
円
合
併
を
唱

え
、
そ
の
牽
引
者
と
な
っ
た
上
小
川
村
長
宮
田
篤
三
郎
に
注
目
し
て
み
た
い
。 

明
治
二
四
年
三
月
、
佐
原
村
初
代
村
長
を
務
め
て
い
た
神
永
秀
介
の
三
男

と
し
て
生
を
受
け
た
。
神
永
は
、
村
会
議
員
、
郡
会
議
員
、
県
会
議
員
等
を

歴
任
し
、
村
行
政
の
み
な
ら
ず
保
内
郷
地
方
や
久
慈
郡
と
い
っ
た
広
域
行
政

の
面
で
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。
例
え
ば
、
菊
池
武
保
（
大
子

町
）
、
櫻
岡
敏
（
袋
田
村
）
と
共
に
「
保
内
郷
三
傑
」
の
一
人
に
並
び
称
さ
れ
、

ま
た
大
正
八
年
に
は
「
保
内
地
方
に
お
け
る
産
業
奨
励
及
教
育
振
興
に
多
年

尽
瘁
し
た
」「
保
内
功
労
者
」
と
し
て
保
内
郷
の
全
町
村
長
連
名
で
感
謝
状
が

贈
ら
れ
て
い
る
（
『
大
子
地
域
の
旧
町
村
長
事
績
集
』
）
。
子
供
時
代
か
ら
、
こ
う
し

た
父
の
広
域
的
な
活
躍
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。 

大
正
二
年
三
月
に
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
（
現
北
海
道
大
学
）
を
卒
業
し

て
帰
郷
し
、
や
が
て
上
小
川
村
の
宮
田
家
に
養
子
縁
組
が
決
ま
り
宮
田
姓
を

名
乗
る
よ
う
に
な
る
。
同
六
年
の
村
会
議
員
当
選
を
皮
切
り
に
、
父
親
同
様

に
郡
会
議
員
、
県
会
議
員
と
し
て
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
っ
た
。
県
会
議
員

の
時
代
に
は
、「
天
賦
の
弁
力
あ
り
、
壇
に
立
つ
や
、
雄
勁
の
論
議
必
す
人
を

魅
す
る
も
の
あ
り
」（
『
イ
ハ
ラ
キ
時
事
』
昭
和
六
年
四
月
号
）
、
と
評
さ
れ
た
。 

そ
の
宮
田
が
合
併
問
題
に
直
面
し
た
の
は
、
昭
和
二
七
年
四
月
か
ら
の
上

小
川
村
長
七
期
目
の
時
で
あ
る
。
県
が
示
し
た
合
併
案
は
、
保
内
郷
十
町
村

を
三
分
割
す
る
案
で
あ
っ
た
。
そ
の
方
向
で
議
論
が
進
も
う
と
し
た
時
、
唯

一
そ
れ
に
異
を
唱
え
た
の
が
宮
田
村
長
で
あ
る
。
三
分
割
案
は
将
来
を
見
通

さ
な
い
近
視
眼
的
発
想
だ
と
し
て
批
判
し
、「
わ
が
保
内
郷
は
経
済
的
に
人
の

つ
な
が
り
に
、
風
習
伝
統
か
ら
見
て
も
一
つ
に
ま
と
ま
る
と
い
う
こ
と
が
最

も
理
想
で
」
あ
る
と
し
て
保
内
郷
一
円
合
併
を
主
張
し
た
。
こ
う
し
た
父
親

譲
り
の
広
域
的
、
長
期
的
視
点
か
ら
の
主
張
は
、
雄
弁
家
と
し
て
鳴
ら
し
た

宮
田
だ
け
に
説
得
力
を
も
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
町
村
合
併
協
議
会
の
よ

う
な
公
式
の
場
以
外
で
も
、
宮
田
村
長
や
村
の
首
脳
は
精
力
的
に
動
い
た
。

さ
ら
に
、
宮
田
個
人
と
し
て
も
説
得
に
奔
走
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

そ
の
効
あ
っ
て
宮
田
ら
の
主
張
が
受
容
さ
れ
、
一
円
合
併
が
実
現
す
る
か

と
思
わ
れ
た
一
歩
手
前
で
頓
挫
の
憂
き
目
を
み
る
。
だ
が
、
そ
の
考
え
方
は

根
強
く
支
持
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
一
町
五
か
村
合
併
が
先
行
す
る
が
、
第

二
段
階
と
し
て
生
瀬
、
上
小
川
、
下
小
川
の
三
村
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

諸
富
野
村
と
下
小
川
村
の
複
数
の
地
区
が
山
方
町
と
合
併
し
、
完
璧
な
形
で

の
保
内
郷
一
円
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
近
い
形
で
合
併
が
実

現
し
た
。
各
首
長
の
思
惑
が
交
錯
す
る
な
か
、
保
内
郷
一
円
に
こ
だ
わ
っ
た
、

い
わ
ば
宮
田
の
執
念
が
実
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 追
記 

私
事
で
す
が
、
今
年
度
末
を
も
っ
て
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
を
退
任

い
た
し
ま
す
。
昭
和
五
六
年
五
月
、
町
史
編
さ
ん
専
門
委
員
に
任
命
さ
れ
て
以
来

の
、
あ
っ
と
い
う
間
で
す
が
濃
密
な
四
三
年
間
で
し
た
。
多
く
の
方
々
と
の
出
会

い
と
交
流
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
齋
藤
典
生
） 
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昭
和
の
大
合
併
を
振
り
返
る
（
下
） 

神
長
敏 

 

上
小
川
村
の
宮
田
篤
三
郎
（
佐
原
村
初
代
村
長
の
神
永
秀
介
氏
の
三
男
）
村
長

は
、
県
計
画
に
あ
る
一
町
五
か
村
合
併
の
枠
を
越
え
て
、
持
論
で
あ
る
保
内

郷
一
円
一
町
九
か
村
（
大
子 

依
上 

佐
原 

黒
沢 

宮
川 

生
瀬 

袋
田 

上
小
川 

下
小

川 

諸
富
野
）
合
併
論
を
打
ち
上
げ
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
六
月
九
日

の
上
小
川
村
合
併
調
査
会
の
席
上
で
、「
（
前
略
）
幾
つ
か
の
町
村
が
合
併
す
る

こ
と
に
依
っ
て
そ
の
財
政
力
を
結
集
し
少
な
く
と
も
自
主
自
立
の
線
に
迄
こ

れ
を
強
力
化
し
自
ら
の
力
で
住
民
の
共
通
の
福
利
を
図
る
と
い
う
の
が
合
併

の
ね
ら
い
で
あ
り
ま
す
。(

中
略)

そ
う
ゆ
う
観
点
か
ら
申
せ
ば
僅
か
二
、
三
の

町
村
が
合
併
し
て
も
意
味
の
な
い
こ
と
で
、
少
な
く
と
も
五
ヶ
町
村
或
い
は

そ
れ
以
上
の
合
併
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
（
後
略
）
」
と
述
べ
た
。 

一
か
月
後
の
七
月
十
日
に
、
上
小
川
村
は
、「
保
内
郷
十
箇
町
村
合
併
」
を

決
定
し
、
宮
田
村
長
及
び
石
井
議
長
は
、
そ
の
案
を
持
っ
て
、
保
内
郷
の
町

村
長
を
訪
問
し
、
自
分
た
ち
の
案
に
賛
同
さ
れ
る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
っ
た

が
、
町
村
の
反
応
は
積
極
的
な
も
の
、
消
極
的
な
も
の
様
々
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
の
申
し
入
れ
は
、
保
内
郷
地
域
の
合
併
に
つ
い
て
の
新
た
な

問
題
提
起
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。 

八
月
十
日
、
県
計
画
で
提
唱
さ
れ
た
上
小
川
村
、
下
小
川
村
、
諸
富
野
村

の
三
か
村
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
上
小
川
村
か
ら
保
内
郷
一
円
合

併
が
打
ち
出
さ
れ
た
た
め
、
当
然
な
が
ら
意
見
の
一
致
を
見
る
こ
と
な
く
、

三
か
村
合
併
は
事
実
上
白
紙
、
棚
上
げ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

諸
富
野
村
の
合
併
調
査
委
員
会
は
、
八
月
二
十
五
日
に
山
方
町
と
の
合
併

方
針
を
確
認
し
、
こ
の
後
、
村
は
地
区
ご
と
に
懇
談
会
を
開
催
し
て
村
民
の

意
見
を
集
約
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
時
、
北
富
田
地
区
の
一
部
に
山
方
町

と
の
合
併
に
反
対
す
る
動
き
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
北
富
田
地

区
の
一
部
の
住
民
は
、
山
方
町
と
の
合
併
見
直
し
の
陳
情
を
繰
り
返
し
た
が
、

諸
富
野
村
と
山
方
町
と
の
合
併
が
不
可
避
な
も
の
と
な
っ
た
時
、
諸
富
野
村

か
ら
の
分
村
、
以
前
か
ら
つ
な
が
り
の
深
い
下
小
川
村
へ
の
編
入
を
決
意
し
、

そ
れ
を
下
小
川
村
に
要
請
し
た
。
十
一
月
十
七
日
に
出
さ
れ
た
諸
富
野
村
長

及
び
議
長
宛
の
陳
情
書
で
は
「
山
方
町
と
単
村
合
併
せ
ん
と
す
る
諸
富
野
住

民
と
六
十
年
の
永
い
関
係
あ
る
袂
を
分
っ
て
下
小
川
村
へ
分
村
合
併
を
求
め

子
孫
の
永
住
の
地
と
定
め
る
こ
と
に
決
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
十
二
月

二
日
、
下
小
川
村
議
会
は
、
北
富
田
地
区
の
一
部
七
十
戸
、
約
三
百
名
の
受

け
入
れ
を
議
決
し
、
他
方
、
十
二
月
十
三
日
に
山
方
町
議
会
、
諸
富
野
村
議

会
が
合
併
を
決
定
し
た
。
昭
和
三
十
年
一
月
十
三
日
、
大
字
北
富
田
の
一
部

を
下
小
川
村
へ
編
入
し
、
残
る
北
富
田
の
一
部
と
大
字
諸
沢
、
大
字
西
野
内

を
山
方
町
に
編
入
す
る
旨
の
合
併
が
知
事
よ
り
認
可
さ
れ
た
。 

 
 

一
方
、
宮
田
村
長
の
一
円
合
併
の
申
し
入
れ
に
対
し
、
保
内
郷
の
各
町
村

は
懇
談
会
を
開
く
な
ど
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
九
月
八
日
に
、
各
町
村
長
、

議
長
合
同
合
併
協
議
会
が
大
子
町
役
場
に
招
集
さ
れ
、
賛
否
様
々
な
意
見
が

交
錯
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、
各
町
村
の
足
並
み
が
揃
い
、
一
町
八
か
村
合

併
（
一
円
合
併
）
の
方
針
が
固
ま
っ
た
。 

 

十
一
月
十
日
、
一
円
合
併
を
前
提
と
し
た
町
村
合
併
促
進
連
絡
協
議
会
の

設
立
総
会
が
下
小
川
村
を
除
く
一
町
七
か
村
の
出
席
に
よ
り
大
子
小
講
堂
で

開
か
れ
、
会
長
に
は
八
代
保
大
子
町
長
、
副
会
長
に
は
岡
村
裕
袋
田
村
長
、

金
澤
常
雄
大
子
町
議
会
議
長
が
就
任
し
た
。
本
総
会
の
後
、
十
一
月
二
十
日

に
は
最
初
の
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
各
町
村
は
十
二
月
十
五
日
ま
で
に

合
併
を
議
決
し
、
翌
昭
和
三
十
年
二
月
十
一
日
に
合
併
す
る
こ
と
を
決
し
た
。 

 
こ
れ
で
順
調
に
進
む
か
と
思
わ
れ
た
が
、
事
態
は
急
変
す
る
。 

合
併
の
形
式
、
つ
ま
り
大
子
町
へ
の
吸
収
合
併
か
、
対
等
合
併
か
の
問
題

が
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。
合
併
の
形
式
は
、
合
併
後
の
町
村
の
あ
り
方
に
種
々

影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
こ
の
問
題
は
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
大
子
町
は

吸
収
合
併
を
主
張
し
、
他
の
七
村
は
結
束
し
て
対
等
合
併
を
主
張
し
て
互
い

に
譲
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
一
円
合
併
の
動
き
は
頓
挫
し
、
こ
の
ま
ま
昭
和

二
十
九
年
の
年
の
瀬
を
迎
え
る
。 
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保
内
郷
一
円
合
併
が
合
併
形
式
を
巡
る
対
立
で
頓
挫
し
た
も
の
の
、
合
併

は
前
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
は
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

そ
こ
で
、
合
併
の
主
導
的
存
在
で
あ
る
大
子
町
合
併
調
査
会
で
は
、
昭
和

三
十
年
一
月
十
三
日
に
開
か
れ
た
会
議
で
局
面
打
開
の
た
め
振
り
出
し
に
戻

っ
て
、
県
計
画
に
あ
る
一
町
五
か
村
合
併
案
で
交
渉
を
進
め
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
し
か
し
、
黒
沢
村
で
は
、
一
月
二
十
六
日
の
町
村
合
併
調
査
会
で

保
内
郷
一
円
合
併
を
第
一
案
と
し
、
一
町
五
か
村
合
併
案
を
次
案
と
す
る
こ

と
を
決
し
、
翌
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
町
村
合
併
促
進
連
絡
協
議
会
で
は

佐
原
、
宮
川
、
袋
田
の
各
村
代
表
も
黒
沢
村
の
意
見
に
同
調
し
た
。
こ
れ
で

事
態
打
開
が
一
層
難
し
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
た
が
、
翌
二
十
八
日
大
子
町
は

思
い
切
っ
た
作
戦
に
出
た
。
大
子
町
長
名
で
各
村
に
次
の
よ
う
な
文
書
が
発

出
さ
れ
た
。「
本
日
の
大
子
町
町
村
合
併
調
査
会
に
お
い
て
大
子
町
は
依
上
村

と
合
併
す
る
こ
と
に
決
定
し
明
二
十
九
日
町
議
会
に
て
正
式
議
決
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
貴
村
に
お
い
て
も
是
非
今
回
の
合
併
に
参
加

さ
れ
ま
す
様
御
努
力
下
さ
れ
度
切
に
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
」
。 

 

こ
の
大
子
町
の
唐
突
な
動
き
に
各
村
は
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
沢
村
長
か
ら
村
の
合
併
調
査
員
あ
て
に
発
送
さ
れ
た
文
書
か
ら
そ
の
慌

て
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。「
（
前
略
）
本
村
と
し
て
も
進
む
べ
き
方
向
に
苦
し
み

ま
し
た
が
万
策
つ
き
て
（
中
略
）
一
町
五
か
村
（
県
案
）
合
併
に
加
は
る
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。（
中
略
）
何
せ
時
間
的
に
余
裕
が
な
く
や
む
な
く
本
二
十

九
日
午
後
六
時
を
期
し
議
会
を
開
催
す
る
べ
く
招
集
通
知
を
発
し
議
決
を
い

た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
状
態
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
」
。 

一
町
五
か
村
の
議
会
は
、
二
十
九
日
午
後
九
時
半
に
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
合

併
の
議
決
を
行
っ
た
。
事
態
は
、
大
子
町
の
企
図
し
た
と
お
り
と
な
っ
た
。 

一
方
、
下
小
川
村
は
、
三
か
村
合
併
が
事
実
上
消
滅
し
た
後
も
、
自
ら
の

去
就
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。
山
方
町
は
、
諸
富
野
村
の
み
な
ら
ず
、
下

小
川
村
に
も
合
併
を
申
し
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
村
内
は
、
山
方
町
へ
の

合
併
を
希
望
す
る
家
和
楽
、
盛
金
、
久
隆
地
区
民
と
反
対
す
る
西
金
地
区
民

と
の
間
で
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
二
月
九
日
の
村
議
会
で
両
者
の
対

立
が
頂
点
に
達
し
た
。
数
百
名
の
両
地
区
民
が
村
役
場
を
挟
ん
で
対
峙
す
る

こ
と
に
な
り
、
大
子
警
察
署
か
ら
警
官
が
派
遣
さ
れ
る
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
本

議
会
に
お
い
て
、
家
和
楽
区
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
山
方
町
と
の
合
併
即
時
決

議
要
求
書
が
議
会
に
受
理
さ
れ
、
採
決
に
入
ろ
う
と
す
る
や
反
対
派
議
員
が

退
場
し
た
た
め
、
賛
成
派
議
員
の
み
で
採
決
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

合
併
反
対
派
も
反
応
し
、
二
月
十
四
日
、
反
対
派
議
員
の
み
で
、
先
の
議
決

を
く
つ
が
え
し
て
、
山
方
町
に
合
併
し
な
い
旨
を
採
決
し
た
。
同
一
議
会
が

相
反
す
る
議
決
を
数
日
の
内
に
採
決
す
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
後
、
下
小
川
村
は
分
村
と
い
う
事
態
を
招
く
こ
と
と
な
る
。 

合
併
を
議
決
し
た
大
子
町
他
五
か
村
は
、
二
月
十
八
日
に
新
町
村
建
設
審

議
会
を
結
成
し
、
合
併
後
の
町
の
建
設
計
画
策
定
作
業
に
着
手
し
た
。 

生
瀬
村
は
、
県
計
画
案
の
と
お
り
ど
こ
と
も
合
併
せ
ず
、
単
独
で
進
む
ほ

か
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
大
生
瀬
坂
西
地
区
か
ら
合
併
に
加
わ
り
た
い
旨

の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
は
分
村
も
辞
さ
な
い
と
の

態
度
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
宮
川
村
等
か
ら
合
併
へ
の
勧
誘
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
二
月
十
九
日
に
生
瀬
村
も
合
併
に
加
わ
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。 

 

二
月
二
十
日
に
上
小
川
村
が
、
二
月
二
十
三
日
に
は
分
村
と
い
う
結
末
で

内
紛
に
終
止
符
を
打
っ
た
下
小
川
村
が
新
町
村
建
設
審
議
会
に
合
併
申
し
入

れ
を
行
い
、
雪
だ
る
ま
式
に
一
町
八
か
村
の
合
併
が
整
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
新
生
大
子
町
が
誕
生
す
る
ま
で
の
過
程
は
、
決
し
て
順
風

満
帆
な
も
の
で
は
な
く
、
虚
々
実
々
の
駆
け
引
き
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
分

村
と
い
う
悲
劇
も
伴
い
な
が
ら
よ
う
や
く
ま
と
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 追
記 

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
令
和
二
年
度
か
ら
『
ほ
な
い
歴
史
通
信
』
の
事
務
局

の
任
に
当
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
年
三
月
で
六
十
五
歳
と
な
り
、
再
任
用
職
雇

用
期
間
満
了
と
な
り
ま
し
た
。
元
々
、
歴
史
に
は
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

五
年
間
、
こ
の
事
務
を
通
し
て
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
多
く
の
史
実
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
御
指
導
を
賜
り
な
が
ら
仕
事
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
大
子
町
西
金
在
住
） 
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新
生
大
子
町
の
船
出 

  

大
子
町
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
三
月
三
十
一
日
、
大
子
、
依
上
、

佐
原
、
黒
沢
、
宮
川
、
袋
田
、
生
瀬
、
上
小
川
、
下
小
川
の
保
内
郷
一
町
八

か
村
が
合
併
し
、
誕
生
し
た
。
当
時
は
、
面
積
三
二
五
・
一
三
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
人
口
四
万
三
八
三
〇
人
、
戸
数
八
〇
九
九
戸
を
擁
し
、
県
下
最
大

の
町
だ
っ
た
。
昭
和
三
十
年
の
国
勢
調
査
に
お
い
て
、
県
内
市
町
村
の
人
口

を
比
較
す
る
と
、
大
子
町
は
、
日
立
市
（
一
三
万
一
〇
一
一
人
）
、
水
戸
市
（
一

一
万
四
三
六
人
）
、
土
浦
市
（
七
万
二
〇
二
三
人
）
、
下
館
市
（
五
万
二
八
五
〇
人
）

に
次
い
で
五
番
目
（
四
万
三
一
二
四
人
）
に
多
か
っ
た
。
県
下
最
大
の
町
だ
っ

た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
十
四
市
の
う
ち
十
市
は
大
子
町
よ
り
も
人
口
が

少
な
か
っ
た
。
当
時
と

し
て
は
異
例
の
人
口

を
擁
す
る
町
だ
っ
た
。 
 

同
年
四
月
十
六
、
十

七
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
新
生
大
子
町
の

誕
生
を
祝
う
合
併
祝

賀
行
事
が
全
町
を
挙

げ
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。『
い
は
ら
き
』
新

聞
（
昭
和
三
十
年
四
月
十

六
日
付
）
に
よ
る
と
、
町

長
職
務
執
行
者
、
町
会

議
員
、
町
職
員
、
各
官

公
署
長
、
各
種
団
体
長
、

そ
の
他
関
係
者
ら
約

七
百
余
名
が
一
堂
に

会
し
て
合
併
祝
賀
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
次
い
で
、
自
治
功
労
者
の
表
彰
や
祝

宴
が
行
わ
れ
た
。
併
せ
て
、
小
学
生
の
旗
行
列
、
浅
川
の
さ
さ
ら
の
演
舞
、

各
町
内
の
屋
台
の
巡
行
、
大
子
三
業
組
合
に
よ
る
「
大
子
小
唄
」「
大
子
音
頭
」

の
発
表
会
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
「
三
業
組
合
の
き
れ
い
ど
こ
ろ
は
総
勢
で
旧

全
村
を
バ
ス
で
巡
廻
唄
と
踊
り
を
ご
披
露
」
し
、
全
町
は
祝
賀
景
気
に
沸
き

立
っ
た
と
い
う
。 

 

上
の
写
真
は
、
祝
賀
行
事
に
お
い
て
、
上
小
川
商
業
会
が
常
陸
大
子
駅
前

を
装
飾
さ
れ
た
三
輪
自
動
車
で
パ
レ
ー
ド
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
写
し
た
も
の

で
あ
る
。
写
真
右
手
に
写
る
三
輪
自
動
車
の
荷
台
は
、
新
生
大
子
町
の
誕
生

に
か
け
て
、
紙
巻
き
た
ば
こ
「
新
生
」
の
箱
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
。 

 

同
年
五
月
八
日
、
新
生
大
子
町
初
の
町
長
選
挙
が
告
示
さ
れ
た
。
立
候
補

者
は
、
八
代
保
（
町
長
職
務
執
行
者
、
旧
大
子
町
長
）
、
宮
田
篤
三
郎
（
旧
上
小
川

村
長
）
の
二
名
だ
っ
た
。『
い
は
ら
き
』
新
聞
（
昭
和
三
十
年
五
月
九
日
付
）
に
よ

る
と
、
国
谷
順
一
郎
（
元
旧
佐
原
村
長
）
、
黒
崎
甲
子
郎
（
元
旧
大
子
町
助
役
）
が

立
候
補
を
検
討
す
る
も
断
念
し
、
益
子
善
次
衛
門
を
推
す
声
が
あ
っ
た
も
の

の
本
人
が
立
候
補
を
固
辞
し
た
と
い
う
。
一
騎
討
ち
の
激
し
い
選
挙
戦
の
末
、

同
月
十
八
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
八
代
が
一
万
〇
五
九
一
票
を
獲
得
し
て
初

代
町
長
に
選
出
さ
れ
た
。
一
方
、
宮
田
は
、
新
生
大
子
町
誕
生
の
立
役
者
だ

っ
た
が
、
得
票
数
は
七
七
七
三
票
に
留
ま
り
、
八
代
に
及
ば
な
か
っ
た
（
『
い

は
ら
き
』
新
聞
、
昭
和
三
十
年
五
月
二
十
日
付
）
。
そ
の
後
、
七
月
に
岡
村
裕
（
旧

袋
田
村
長
）
が
収
入
役
に
、
十
二
月
に
塚
田
金
重
（
旧
依
上
村
長
）
が
助
役
に
就

任
し
、
新
生
大
子
町
の
舵
取
り
を
担
う
三
役
が
揃
っ
た
。 

明
け
て
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
一
月
三
日
、
大
子
町
連
合
青
年
会
の

主
催
、
大
子
町
等
の
後
援
に
よ
り
、
保
内
郷
一
周
駅
伝
競
走
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
旧
町
村
単
位
で
組
織
さ
れ
て
い
た
九
つ
の
青
年
会
が
旧
町
村
す
べ

て
を
周
る
駅
伝
で
競
い
合
う
も
の
だ
っ
た
。
駅
伝
の
行
程
は
、
総
延
長
六
十

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
十
四
区
間
に
分
か
れ
て
い
た
。
一
区
は
西
金
駅
前
～

上
小
川
駅
前
、
二
区
は
上
小
川
駅
前
～
割
山
、
三
区
は
割
山
～
水
根
、
四
区

は
水
根
～
小
生
瀬
、
五
区
は
折
り
返
し
て
小
生
瀬
～
水
根
、
六
区
は
水
根
～

 
常陸大子駅前における上小川商業会のパレード 

（故別府甲子夫氏撮影） 

割
山
、
七
区
は
割
山
～
常
陽
銀
行
前
（
大
子
）
、
八
区
は
常
陽
銀
行
前
～
万
年

橋
（
下
野
宮
）
、
九
区
は
万
年
橋
～
町
付
郵
便
局
前
、
十
区
は
町
付
郵
便
局
前

～
大
金
沢
入
口
（
上
野
宮
）
、
十
一
区
は
大
金
沢
入
口
～
佐
原
小
前
、
十
二
区

は
佐
原
小
前
～
田
野
沢
口
（
下
金
沢
）
、
十
三
区
は
田
野
沢
口
～
上
岡
小
前
、

十
四
区
は
上
岡
小
前
～
常
陸
大
子
駅
前
だ
っ
た
。 

 

当
日
の
模
様
を
『
広
報
だ
い
ご
』
第
六
号
（
昭
和
三
十
一
年
二
月
一
日
付
）
に

掲
載
さ
れ
た
「
駅
伝
競
走
〝
随
行
記
〟
」
に
基
づ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
当
日

は
、
絶
好
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
。
午
前
十
時
、
時
報
を
合
図
に
色
別
の
タ
ス

キ
を
か
け
た
九
名
の
選
手
が
西
金
駅
前
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
二
キ
ロ
地
点
で

早
く
も
上
小
川
が
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
上
小
川
駅
前
で
は
熱
狂
的
声
援
で
迎
え

ら
れ
た
。
二
区
の
鰐
ヶ
淵
付
近
に
至
る
と
、
各
選
手
の
間
隔
が
開
い
た
が
、

生
瀬
は
八
位
か
ら
断
然
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
。
三
区
は
心
臓
破
り
の
月
居
峠

が
あ
り
、
各
青
年
会
と

も
ベ
テ
ラ
ン
選
手
が
日

頃
の
健
脚
ぶ
り
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
た
。
小
生

瀬
の
折
り
返
し
地
点
で

上
小
川
が
生
瀬
を
抜
い

て
再
び
ト
ッ
プ
に
立
ち
、

峠
を
転
が
る
よ
う
に
下

り
て
い
く
の
を
生
瀬
と

大
子
が
追
っ
た
。
大
子

に
入
る
と
、
黒
山
の
人

だ
か
り
と
声
援
、
常
陽

銀
行
前
で
は
熱
狂
的
拍

手
が
選
手
を
迎
え
た
。

八
区
で
は
、
袋
田
が
八

位
か
ら
五
位
に
進
出
す

る
も
、
上
位
の
順
位
は

変
わ
ら
ず
、
万
年
橋
に
至

っ
た
。
宮
川
で
は
、
地
元
の

人
々
が
彼
我
の
差
別
な
く

選
手
を
拍
手
で
迎
え
て
応

援
し
た
。
九
区
で
は
、
五
位

の
袋
田
を
抜
い
た
依
上
、

黒
沢
、
下
小
川
が
激
し
い

接
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
町

付
に
入
る
寸
前
、
女
子
二

人
が
黒
沢
の
選
手
に
並
走

し
て
声
援
を
送
り
、
黒
沢

は
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
依
上
、
下
小
川
を
引
き
離
し
、
女
子
二
人
と
共
に
五

位
で
町
付
郵
便
局
前
に
至
っ
た
。
十
区
で
は
、
宮
川
と
袋
田
が
競
り
合
い
、

十
一
区
で
は
、
峠
越
え
の
難
所
を
地
元
の
利
を
得
た
佐
原
が
力
走
し
、
大
子
、

生
瀬
を
抜
い
て
二
位
に
躍
り
出
た
。
田
野
沢
、
下
金
沢
、
上
岡
を
経
て
大
子

に
入
る
と
、
各
地
区
の
声
援
が
一
度
に
集
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
予
想
以
上

の
人
出
に
一
驚
す
る
。
常
陸
大
子
駅
前
、
午
後
一
時
四
十
三
分
四
十
七
秒
、

上
小
川
が
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
す
る
と
、
歓
声
と
拍
手
が
連
続
し
て
沸
き
上
が

っ
た
。
優
勝
し
た
上
小
川
に
は
町
長
杯
が
授
与
さ
れ
た
。
記
事
は
、
選
手
百

二
十
六
名
の
敢
闘
力
走
を
称
賛
し
、
大
子
町
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
誕

生
す
る
の
も
夢
で
は
な
い
と
述
べ
て
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。 

 

保
内
郷
一
周
駅
伝
競
走
は
、
大
成
功
を
収
め
、
翌
年
以
降
も
継
続
し
て
開

催
さ
れ
た
。
後
に
は
、
大
子
一
高
等
も
参
加
し
、
よ
り
白
熱
し
た
。 

 

大
子
町
は
、
保
内
郷
と
い
う
地
域
的
な
ま
と
ま
り
を
持
つ
一
町
八
か
村
の

合
併
に
よ
り
県
下
最
大
の
町
と
し
て
誕
生
し
た
。
旧
町
村
は
、
互
い
に
深
い

関
係
を
持
っ
て
い
た
が
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
町
村
制
施
行
以
来

六
十
六
年
間
、
別
々
の
町
村
と
し
て
歩
ん
だ
歴
史
も
持
っ
て
い
た
。
七
十
年

前
、
新
生
大
子
町
は
、
長
く
続
い
た
旧
町
村
の
垣
根
を
超
え
、
町
の
一
体
性

を
育
み
な
が
ら
、
新
た
な
歴
史
を
歩
み
始
め
た
の
だ
っ
た
。 

（
大
金
祐
介
） 

 
保内郷一周駅伝競走決勝点 
（故別府甲子夫氏撮影） 

保内郷一周駅伝競走 結果 
順位 青年会名 記録 
１ 上小川 3h 43m 47s 

２ 佐原 3h 47m 03s 

３ 生瀬 3h 48m 22s 

４ 大子 3h 49m 22s 

５ 依上 3h 51m 12s 

６ 下小川 3h 52m 49s 

７ 黒沢 3h 55m 16s 

８ 袋田 4h 00m 15s 

９ 宮川 4h 00m 20s 
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割
山
、
七
区
は
割
山
～
常
陽
銀
行
前
（
大
子
）
、
八
区
は
常
陽
銀
行
前
～
万
年

橋
（
下
野
宮
）
、
九
区
は
万
年
橋
～
町
付
郵
便
局
前
、
十
区
は
町
付
郵
便
局
前

～
大
金
沢
入
口
（
上
野
宮
）
、
十
一
区
は
大
金
沢
入
口
～
佐
原
小
前
、
十
二
区

は
佐
原
小
前
～
田
野
沢
口
（
下
金
沢
）
、
十
三
区
は
田
野
沢
口
～
上
岡
小
前
、

十
四
区
は
上
岡
小
前
～
常
陸
大
子
駅
前
だ
っ
た
。 

 

当
日
の
模
様
を
『
広
報
だ
い
ご
』
第
六
号
（
昭
和
三
十
一
年
二
月
一
日
付
）
に

掲
載
さ
れ
た
「
駅
伝
競
走
〝
随
行
記
〟
」
に
基
づ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
当
日

は
、
絶
好
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
。
午
前
十
時
、
時
報
を
合
図
に
色
別
の
タ
ス

キ
を
か
け
た
九
名
の
選
手
が
西
金
駅
前
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
二
キ
ロ
地
点
で

早
く
も
上
小
川
が
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
上
小
川
駅
前
で
は
熱
狂
的
声
援
で
迎
え

ら
れ
た
。
二
区
の
鰐
ヶ
淵
付
近
に
至
る
と
、
各
選
手
の
間
隔
が
開
い
た
が
、

生
瀬
は
八
位
か
ら
断
然
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
。
三
区
は
心
臓
破
り
の
月
居
峠

が
あ
り
、
各
青
年
会
と

も
ベ
テ
ラ
ン
選
手
が
日

頃
の
健
脚
ぶ
り
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
た
。
小
生

瀬
の
折
り
返
し
地
点
で

上
小
川
が
生
瀬
を
抜
い

て
再
び
ト
ッ
プ
に
立
ち
、

峠
を
転
が
る
よ
う
に
下

り
て
い
く
の
を
生
瀬
と

大
子
が
追
っ
た
。
大
子

に
入
る
と
、
黒
山
の
人

だ
か
り
と
声
援
、
常
陽

銀
行
前
で
は
熱
狂
的
拍

手
が
選
手
を
迎
え
た
。

八
区
で
は
、
袋
田
が
八

位
か
ら
五
位
に
進
出
す

る
も
、
上
位
の
順
位
は

変
わ
ら
ず
、
万
年
橋
に
至

っ
た
。
宮
川
で
は
、
地
元
の

人
々
が
彼
我
の
差
別
な
く

選
手
を
拍
手
で
迎
え
て
応

援
し
た
。
九
区
で
は
、
五
位

の
袋
田
を
抜
い
た
依
上
、

黒
沢
、
下
小
川
が
激
し
い

接
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
町

付
に
入
る
寸
前
、
女
子
二

人
が
黒
沢
の
選
手
に
並
走

し
て
声
援
を
送
り
、
黒
沢

は
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
依
上
、
下
小
川
を
引
き
離
し
、
女
子
二
人
と
共
に
五

位
で
町
付
郵
便
局
前
に
至
っ
た
。
十
区
で
は
、
宮
川
と
袋
田
が
競
り
合
い
、

十
一
区
で
は
、
峠
越
え
の
難
所
を
地
元
の
利
を
得
た
佐
原
が
力
走
し
、
大
子
、

生
瀬
を
抜
い
て
二
位
に
躍
り
出
た
。
田
野
沢
、
下
金
沢
、
上
岡
を
経
て
大
子

に
入
る
と
、
各
地
区
の
声
援
が
一
度
に
集
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
予
想
以
上

の
人
出
に
一
驚
す
る
。
常
陸
大
子
駅
前
、
午
後
一
時
四
十
三
分
四
十
七
秒
、

上
小
川
が
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
す
る
と
、
歓
声
と
拍
手
が
連
続
し
て
沸
き
上
が

っ
た
。
優
勝
し
た
上
小
川
に
は
町
長
杯
が
授
与
さ
れ
た
。
記
事
は
、
選
手
百

二
十
六
名
の
敢
闘
力
走
を
称
賛
し
、
大
子
町
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
誕

生
す
る
の
も
夢
で
は
な
い
と
述
べ
て
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。 

 

保
内
郷
一
周
駅
伝
競
走
は
、
大
成
功
を
収
め
、
翌
年
以
降
も
継
続
し
て
開

催
さ
れ
た
。
後
に
は
、
大
子
一
高
等
も
参
加
し
、
よ
り
白
熱
し
た
。 

 
大
子
町
は
、
保
内
郷
と
い
う
地
域
的
な
ま
と
ま
り
を
持
つ
一
町
八
か
村
の

合
併
に
よ
り
県
下
最
大
の
町
と
し
て
誕
生
し
た
。
旧
町
村
は
、
互
い
に
深
い

関
係
を
持
っ
て
い
た
が
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
町
村
制
施
行
以
来

六
十
六
年
間
、
別
々
の
町
村
と
し
て
歩
ん
だ
歴
史
も
持
っ
て
い
た
。
七
十
年

前
、
新
生
大
子
町
は
、
長
く
続
い
た
旧
町
村
の
垣
根
を
超
え
、
町
の
一
体
性

を
育
み
な
が
ら
、
新
た
な
歴
史
を
歩
み
始
め
た
の
だ
っ
た
。 

（
大
金
祐
介
） 

 
保内郷一周駅伝競走決勝点 
（故別府甲子夫氏撮影） 

保内郷一周駅伝競走 結果 
順位 青年会名 記録 
１ 上小川 3h 43m 47s 

２ 佐原 3h 47m 03s 

３ 生瀬 3h 48m 22s 

４ 大子 3h 49m 22s 

５ 依上 3h 51m 12s 

６ 下小川 3h 52m 49s 

７ 黒沢 3h 55m 16s 

８ 袋田 4h 00m 15s 

９ 宮川 4h 00m 20s 
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大
子
に
お
け
る
内
田
熊
蔵
の
足
跡
（
そ
の
二
）内

田

正
人

熊
蔵
が
「
久
慈
郡
大
子
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
奉
職
し
た
の
は
明
治
三
十

九
年
（
一
九
〇
六
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
に
長
男
（
私
の
祖
父
）
美
和
が
尋
常
科

第
一
学
年
に
入
学
し
た
。
こ
の
年
の
俸
給

辞
令
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
史
料
一
】
給
六
級
上
俸

茨
城
縣
久
慈
郡
大
子
尋
常

高
等

小
学
校

訓
導

内
田
熊
蔵

給
六
級
上
俸

明
治
三
十
九
年
四
月
十
一
日

茨

城

縣
 

 
 

 

訓
導
と
は
、
旧
制
小
学
校
の
正
規
の
教

員
で
あ
り
、
訓
導
兼
校
長
へ
の
昇
任
は
翌
四
十
年
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
六
級
上
俸
」
の
給
料
は
、
熊
蔵
が
残
し
た
資
料
に
は
、
二
十
四
円
と
あ

り
、
外
に
「
任
大
子
町
立
実
業
補
習
学
校
長
と
し
て
一
円
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
大
子
町
立
実
業
補
習
学
校
」
と
は
、
『
大
子
町
史
』
に
よ
れ
ば
、

明
治
三
十
九
年
か
ら
各
町
村
の
尋
常
高
等
小
学
校
に
実
業
補
習
学
校
を
附
設
、

小
学
校
卒
業
者
を
対
象
に
実
業
補
習
教
育
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
三
十
三
年
改
正
の
「
第
三
次
小
学
校
令
」
で
は
、「
町
村
立
小
学
校
長

及
教
員
ノ

任
用
ハ
、
郡
長
ノ
申
請
ニ
ヨ
リ
県
知
事
之
ヲ
行
フ
」
と
あ
り
、
郡

長
を
申
請
者
に
、
県
知
事
を
任
命
権
者
に
設
定
し
て
い
る
。
熊
蔵
は
、
久
慈

郡
長
と
親
し
く
交
際
し
て
い
た
こ
と
が
、
残
さ
れ
て
い
た
多
く
の
書
簡
か
ら

分
か
る
。
明
治
三
十
四
年
か
ら
四
十
三
年
ま
で
は
丹
誠
が
、
四
十
三
年
か
ら

大
正
三
年
ま
で
は
羽
田
久
遠
が
久
慈
郡
長
で
あ
っ
た
。
丹
誠
は
旧
水
戸
藩
士
、

羽
田
久
遠
は
西
南
戦
争
で
功
績
を
挙
げ
た
旧
淀
藩
士
で
あ
っ
た
。

【
史
料
二
】
明
治
三
十
九
年
、
大
子
尋
常
小
学
校
に
入
学
し
た
内
田
美
和

の
「
学
校
家
庭
間
ノ
通
信
」（
通
知
表
）
に

は
、
①
保
護
者
ノ
心
得
、
②
身
体
検
査

表
、
③
成
績
表
、
④
学
校
ヨ
リ
家
庭
、

家
庭
ヨ
リ
学
校
ヘ
ノ
通
信
事
項
、
⑤
児

童
出
欠
席
、
⑥
コ
ド
モ
ノ
コ
ヽ
ロ
イ
の

六
つ
の
項
目
が
あ
る
。
保
護
者
の
心
得

で
は
、「
弁
当
ノ
外
ノ
食
品
及
ヒ
金
銭
等

ハ
厳
禁
セ
ラ
レ
タ
シ
」
と
あ
り
、
服
装

に
つ
い
て
は
、
「
女
児
ハ
随
意
ニ
テ
可

ナ
レ
ト
モ
男
児
ハ
筒
袖
ノ
和
服
ニ
袴

ヲ
着
ク
ル
カ
、
若
ク
ハ
洋
服
ト
セ
ラ
レ

タ
シ
」
と
あ
る
。 

第
一
学
年
の
成
績
は
、
修
身
、
国
語
、

算
術
、
操
行
の
四
つ
で
、
全
て
「
甲
」

と
優
秀
で
あ
っ
た
。

【
史
料
三
】「
第
一
学
年
修
業
證
書
」
、

学
年
毎
に
、
立
派
な
修
業
証
書
も
渡
さ

れ
て
い
た
。
氏
名
の
前
に
「
茨
城
縣
平

民
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
明
治
時
代

に
四
民
平
等
と
な
っ
た
が
、
士
族
と
平

民
の
族
籍
は
し
ば
ら
く
利
用
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

（
日
立
市
在
住
） 

  

新
発
見
！
！ 

 

古
文
書
に
残
る
大
子
の
城 

五
十
嵐
雄
大 

 

大
子
町
域
に
は
多
数
の
中
世
の
城
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
城

主
の
名
前
は
お
ろ
か
、
城
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
さ
え
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
解
明
に
大
き
く
関
わ
る
の
は
、
当
時
の
古
文
書
で

す
が
、
古
文
書
に
城
の
名
前
が
出
て
く
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
す
。
大
子
町

で
も
、
依
上
城
・
黒
沢
城
（
荒
蒔
城
）
・
月
居
城
く
ら
い
し
か
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
先
ご
ろ
、
新
し
く
大
子
の
城
の
名
前
が
出
て
く
る
古
文
書

を
発
見
し
た
の
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

大
縄
か
た
へ
、
御
状
披
見
仕
候
了
、
仍
今
度
半
者
為
防
戦
、
又
者
此 

御
調
儀
、 

上
様
江
可
為
無
二
之
御
忠
節
候
間
、
為
此
方
、
殊
可
然

令
存
事
候
、
猶
々
大
野
・
矢
沢
両
所
并
彼
城
主
被
討
取
候
事
、
則
上

様
江
申
候
了
、
定
可
被
成 

御
書
候
、
委
細
使
節
ニ
申
候
間
、
令
省

略
候
、
恐
々
謹
言 

 
 

 

十
一
月
廿
一
日
右
京
大
夫
義
憲
（
花
押
影
） 

謹
上 

白
川
修
理

（
直
朝
）

大
夫
殿 

 

 こ
れ
は
、
太
田
城
主
の
佐
竹
義
憲
が
、
陸
奥
国
の
白
川
直
朝
に
宛
て
て
出

し
た
書
状
の
写
し
で
す
（
「
遠
藤
白
川
文
書
」
）
。
年
代
が
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
永
享
一
〇
年
（
一
四
三
八
）
に
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 

内
容
を
見
て
み
る
と
、
①
（
佐
竹
氏
家
臣
で
あ
る
）
大
繩
氏
に
白
川
氏
か

ら
の
書
状
を
見
せ
ま
し
た
、
②
こ
の
た
び
、（
白
川
氏
が
）
半
分
は
防
戦
、
残

り
半
分
は
軍
事
行
動
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
上
様
へ
の
無
二
の
ご
忠
節
に
あ
た

る
の
で
、
私
と
し
て
は
よ
ろ
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
、
③
大
野
と
矢
沢
と
い

う
所
を
攻
め
、
そ
の
城
主
を
打
ち
取
っ
た
こ
と
を
直
ち
に
上
様
へ
お
話
し
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
き
っ
と
上
様
か
ら
の
御
書
を
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
、

④
詳
細
に
つ
い
て
は
使
い
の
者
が
お
話
し
い
た
し
ま
す
の
で
省
略
し
ま
す
、

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
中
の
「
上
様
」
で
す
が
、
鎌
倉
か
京
都
の
足
利
氏

を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
当
時
、
佐
竹
義
憲
は
そ
れ
ま
で
属
し

て
い
た
鎌
倉
公
方
側
か
ら
室
町
幕
府
へ
の
鞍
替
え
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
よ

り
、
室
町
幕
府
将
軍
の
足
利
義
教
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
傍
線
部
の
「
大
野
・
矢
沢
」
と
い
う
城
の
名
前

で
す
。
こ
れ
ま
で
「
大
野
・
矢
沢
」
の
文
字
は
「
大
野
・
奥
沢
」
と
読
ま
れ

て
お
り
、
城
の
所
在
地
が
わ
か
り 

ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
近 

年
、
正
し
く
は
「
大
野
・
矢
沢
」 

と
読
む
文
字
で
あ
る
こ
と
が
判
明 

し
（
森
木
悠
介
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）
、 

大
子
町
内
大
野
・
外
大
野
と
大
子 

町
小
生
瀬
谷
沢
を
指
す
地
名
で
あ 

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
こ 

か
ら
、
「
大
野
」
は
大
子
町
内
大
野 

の
内
大
野
館
か
内
大
野
要
害
、
「
矢 

沢
」
が
谷
沢
要
害(

大
子
町
小
生
瀬)

を 

示
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
書
状 

か
ら
、
室
町
時
代
の
中
頃
に
、
生
瀬 

地
区
の
二
つ
の
城
（
大
野
城
・
矢
沢
城
）
が
機
能
し
、
城
主
も
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。 

当
時
の
生
瀬
地
域
は
、
佐
竹
一
族
の
袋
田
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ

ま
す
。
袋
田
氏
は
佐
竹
義
憲
と
敵
対
す
る
山
入
氏
側
に
属
し
て
お
り
、
内
大

野
の
城
と
矢
沢
城
は
山
入
氏
方
の
拠
点
と
し
て
攻
撃
を
受
け
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
軍
功
と
し
て
わ
ざ
わ
ざ
名
前
が
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
規

模
の
大
き
い
城
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

（
茨
城
城
郭
研
究
会
） 大野城・矢沢城関係地図 

国土地理院 web地図１／50000 をもとに筆者作成 
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新
発
見
！
！ 

 

古
文
書
に
残
る
大
子
の
城 

五
十
嵐
雄
大 

 

大
子
町
域
に
は
多
数
の
中
世
の
城
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
城

主
の
名
前
は
お
ろ
か
、
城
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
さ
え
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
解
明
に
大
き
く
関
わ
る
の
は
、
当
時
の
古
文
書
で

す
が
、
古
文
書
に
城
の
名
前
が
出
て
く
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
す
。
大
子
町

で
も
、
依
上
城
・
黒
沢
城
（
荒
蒔
城
）
・
月
居
城
く
ら
い
し
か
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
先
ご
ろ
、
新
し
く
大
子
の
城
の
名
前
が
出
て
く
る
古
文
書

を
発
見
し
た
の
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

大
縄
か
た
へ
、
御
状
披
見
仕
候
了
、
仍
今
度
半
者
為
防
戦
、
又
者
此 

御
調
儀
、 

上
様
江
可
為
無
二
之
御
忠
節
候
間
、
為
此
方
、
殊
可
然

令
存
事
候
、
猶
々
大
野
・
矢
沢
両
所
并
彼
城
主
被
討
取
候
事
、
則
上

様
江
申
候
了
、
定
可
被
成 

御
書
候
、
委
細
使
節
ニ
申
候
間
、
令
省

略
候
、
恐
々
謹
言 

 
 

 

十
一
月
廿
一
日
右
京
大
夫
義
憲
（
花
押
影
） 

謹
上 

白
川
修
理

（
直
朝
）

大
夫
殿 
 

 こ
れ
は
、
太
田
城
主
の
佐
竹
義
憲
が
、
陸
奥
国
の
白
川
直
朝
に
宛
て
て
出

し
た
書
状
の
写
し
で
す
（
「
遠
藤
白
川
文
書
」
）
。
年
代
が
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
永
享
一
〇
年
（
一
四
三
八
）
に
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 

内
容
を
見
て
み
る
と
、
①
（
佐
竹
氏
家
臣
で
あ
る
）
大
繩
氏
に
白
川
氏
か

ら
の
書
状
を
見
せ
ま
し
た
、
②
こ
の
た
び
、（
白
川
氏
が
）
半
分
は
防
戦
、
残

り
半
分
は
軍
事
行
動
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
上
様
へ
の
無
二
の
ご
忠
節
に
あ
た

る
の
で
、
私
と
し
て
は
よ
ろ
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
、
③
大
野
と
矢
沢
と
い

う
所
を
攻
め
、
そ
の
城
主
を
打
ち
取
っ
た
こ
と
を
直
ち
に
上
様
へ
お
話
し
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
き
っ
と
上
様
か
ら
の
御
書
を
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
、

④
詳
細
に
つ
い
て
は
使
い
の
者
が
お
話
し
い
た
し
ま
す
の
で
省
略
し
ま
す
、

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
中
の
「
上
様
」
で
す
が
、
鎌
倉
か
京
都
の
足
利
氏

を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
当
時
、
佐
竹
義
憲
は
そ
れ
ま
で
属
し

て
い
た
鎌
倉
公
方
側
か
ら
室
町
幕
府
へ
の
鞍
替
え
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
よ

り
、
室
町
幕
府
将
軍
の
足
利
義
教
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
傍
線
部
の
「
大
野
・
矢
沢
」
と
い
う
城
の
名
前

で
す
。
こ
れ
ま
で
「
大
野
・
矢
沢
」
の
文
字
は
「
大
野
・
奥
沢
」
と
読
ま
れ

て
お
り
、
城
の
所
在
地
が
わ
か
り 

ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
近 

年
、
正
し
く
は
「
大
野
・
矢
沢
」 

と
読
む
文
字
で
あ
る
こ
と
が
判
明 

し
（
森
木
悠
介
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）
、 

大
子
町
内
大
野
・
外
大
野
と
大
子 

町
小
生
瀬
谷
沢
を
指
す
地
名
で
あ 

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
こ 

か
ら
、
「
大
野
」
は
大
子
町
内
大
野 

の
内
大
野
館
か
内
大
野
要
害
、
「
矢 

沢
」
が
谷
沢
要
害(

大
子
町
小
生
瀬)

を 

示
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
書
状 

か
ら
、
室
町
時
代
の
中
頃
に
、
生
瀬 

地
区
の
二
つ
の
城
（
大
野
城
・
矢
沢
城
）
が
機
能
し
、
城
主
も
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。 

当
時
の
生
瀬
地
域
は
、
佐
竹
一
族
の
袋
田
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ

ま
す
。
袋
田
氏
は
佐
竹
義
憲
と
敵
対
す
る
山
入
氏
側
に
属
し
て
お
り
、
内
大

野
の
城
と
矢
沢
城
は
山
入
氏
方
の
拠
点
と
し
て
攻
撃
を
受
け
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
軍
功
と
し
て
わ
ざ
わ
ざ
名
前
が
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
規

模
の
大
き
い
城
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

（
茨
城
城
郭
研
究
会
） 大野城・矢沢城関係地図 

国土地理院 web地図１／50000 をもとに筆者作成 
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戦
時
体
制
下
の
袋
田
温
泉 

―

「
い
は
ら
き
」
新
聞
に
見
る
戦
争
時
代
の
大
子
（
９
）―

 
  

袋
田
温
泉
は
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
水
浜
電
車
専
務
の
竹
内
勇
之

助
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
県
下
唯
一
の
温
泉
と
し
て
多
く
の
湯
治
客
を
集
め

ま
し
た
。
し
か
し
、
開
発
直
後
の
昭
和
十
二
年
に
は
日
中
戦
争
が
始
ま
り
、

袋
田
温
泉
の
営
業
も
戦
争
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。 

 

袋
田
温
泉
の
戦
争
協
力
は
、
傷
病
兵
の
療
養
所
と
い
う
形
で
始
ま
り
ま
し

た
。
昭
和
十
三
年
一
月
に
入
る
頃
、
竹
内
勇
之
助
は
軍
部
に
対
し
、
袋
田
温

泉
の
内
湯
旅
館
長
生
閣
を
戦
傷
将
士
の
療
養
所
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
申

し
出
ま
し
た
。
同
年
一
月
一
日
付
記
事
に
よ
る
と
、「
郷
土
軍
将
士
の
療
養
温

泉
は
長
野
県
下
に
あ
り
、
遠
隔
の
不
便
且
設
備
の
点
に
も
遺
憾
が
あ
つ
た
と

こ
ろ
、
今
回
袋
田
温
泉
が
県
下
唯
一
の
療
養
温
泉
と
し
て
、
銃
後
の
御
奉
公

は
こ
の
秋
と
ば
か
り
自
ら
多
大
な
る
犠
牲
を
忍
び
療
養
所
と
し
て
提
供
を
申

出
た
」（
筆
者
読
点
加
筆
、
以
下
引
用
記
事
も
同
じ
）
と
あ
り
、
茨
城
県
出
身
兵
の

近
場
の
療
養
所
と
し
て
、
袋
田
温
泉
が
供
さ
れ
ま
し
た
。 

 

戦
時
色
が
次
第
に
強
ま
っ
て
い
く
と
、
徐
々
に
娯
楽
施
設
と
し
て
の
温
泉

に
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
袋
田
温
泉

は
「
歓
楽
施
設
を
持
た
な
い
た
め
に
却
て
国
民
保
健
の
第
一
線
に
保
健
と
療

養
の
国
策
型
温
泉
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ツ
プ
」（
昭
和
十
五
年
八
月
三
十
一
日

付
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
、
新
緑
の
時
期
な
ど
に
は
旅
館
の
予
約

が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
中
で
、
戦
時
中
ら
し
い
湯
治
客
が
袋
田
温
泉
を
訪
れ
た
こ
と
が

紙
面
上
の
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
国
民
精
神
総
動
員
下
の
修
学
旅
行
は
、

時
局
柄
勤
皇
の
発
祥
地
水
戸
の
史
蹟
水
戸
学
の
精
神
を
慕
つ
て
来
県
す
る
者

頻
繁
と
な
つ
た
が
、
袋
田
温
泉
は
環
境
も
良
く
、
四
度
の
瀧
と
相
俟
つ
て
、

附
近
に
は
武
田
耕
雲
齋
外
の
勤
皇
志
士
の
遺
跡
等
隠
れ
た
る
古
蹟
、
勤
皇
歴

史
に
富
み
、
非
常
時
温
泉
旅
行
地
と
し
て
最
適
地
の
た
め
」（
同
十
三
年
六
月
七

日
付
）
東
京
方
面
を
始
め
、
各
地
か
ら
の
修
学
旅
行
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
宿
泊
客
で
は
な
い
も
の
の
、
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
の
隊
員
三
八
〇
人
が
、

水
郡
線
を
利
用
し
て
袋
田
温
泉
を
訪
問
し
、
滝
見
物
を
行
う
と
と
も
に
、
温

泉
に
つ
か
っ
て
い
ま
す
（
同
年
十
一
月
十
日
付
）
。 

 

米
英
開
戦
前
後
の
頃
に
は
、
国
策
へ
の
協
力
が
強
く
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
袋
田
温
泉
も
戦
争
に
協
力
す
る
姿
を
は
っ
き
り
と
見
せ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、「
荒
地
開
墾
、
空
地
利
用
」
と
「
従
業
員
の
精
神
修
養
と
体
位

向
上
」
の
両
立
を
図
っ
て
始
め
た
袋
田
温
泉
東
側
空
地
を
利
用
し
て
の
新
興

農
場
の
開
墾
（
同
十
六
年
三
月
二
十
三
日
付
、
四
月
十
六
日
付
）
で
す
。
袋
田
温
泉

の
立
原
昌
業
支
配
人
は
、「
温
泉
ホ
テ
ル
も
新
体
制
下
で
は
儲
け
る
こ
と
ば
か

り
考
へ
て
は
を
ら
れ
ま
せ
ん
、
や
つ
ぱ
り
臣
道
実
践
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
語
り
、
花
き
・
蔬
菜
の
栽
培
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
争
の
長

期
化
と
と
も
に
、
燃
料
資
源
の
枯
渇
が
深
刻
化
す
る
中
、
燃
料
供
出
へ
の
協

力
姿
勢
も
見
せ
、「
緊
急
薪
供
出
の
重
大
性
を
考
慮
し
、
こ
の
程
温
泉
で
も
協

力
し
た
い
と
生
産
し
た
薪
材
一
萬
八
千
俵
を
率
先
供
出
し
て
村
人
の
感
激
を

集
め
て
ゐ
る
」（
同
十
九
年
三
月
六
日
付
）
と
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

戦
争
協
力
が
絶
対
視
さ
れ
る
中
、
袋
田
温
泉
は
積
極
的
に
国
策
に
協
力
す

る
姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、
勤
皇
ゆ
か
り
の
茨
城
県
下
唯
一
の
温
泉
と
い
う

特
性
を
活
か
し
、
営
業
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
っ
た
の
で
す
。 

（
藤
井
達
也
） 
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